
幻想的な風景が浮かぶキャンドルホルダー
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どんなときも誠実な医師でありたい

東北大学病院　医師　　村上　恵さん
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編集部
放　談

意識改革徹底でジェンダーフリー社会へ

ジ

ン
ダ


ギ


プ
指
数

日
本
は
過
去
最
低
の

位

女
性
が
活
躍
し
に
く
い
風
土
も

経
済
・
政
治
参
画
　

　

と
も
に
３
桁
の
順
位

状
況
に
応
じ
柔
軟
な
働
き
方

長
く
働
く
よ
り
効
率
よ
い
仕
事

教
育
し
管
理
職
の
女
性
比
率
増

男
性
が
家
事
・
育
児
に
参
加

■
■

■
■

日本女子大学　現代女性キャリア研究所長　人間社会学部教授

大沢　真知子氏

年の男女平等度ランキング
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左がアロマにも使えるコージーディフュ
ーザー、右はコージーキャンドルホルダ
ー。奥が「フォレスト」で手前が「タウン」

　もう月。だんだん寒くなって、冬も本番
です。日暮れが早く夜の時間が長くて、ちょ
っと寂しい気分になりがちです。でも、ひと
たび街に出るとクリスマス一色。街中がイル
ミネーションで輝き、クリスマスソングが鳴
り響いて、ちょっぴりウキウキしますよね。
　そこで今回紹介するのが、ロウソクメーカ
ーのカメヤマが販売しているコージーディフ
ューザー（，円、税別）とコージーキャ
ンドルホルダー（，円、同）。絵本のワ
ンシーンのような、雪の中で遊ぶ動物たちを
デザインした「フォレスト」と雪の降る街並
みをデザインした「タウン」がホルダーにあ
しらわれているのです。コージーディフュー

ザーはスティックをセットすることで香りを
楽しめるとともに、ボトルを取り除きキャン
ドルをセットするとキャンドルホルダーとし
て使用できます。
　暗くした部屋でロウソクを灯すと、雪の森、
街、真っ白で美しい銀世界など幻想的な風景
が浮かび上がり、私たちをおとぎの世界に引
き込んでくれます。クリスマスパーティの話
題づくりに、また、癒しのひとときにも一役
買いそうなアイテムです。

＊　　　　＊
◇『コージーキャンドルホルダー・「フォレ
スト」「タウン」』を抽選で合計４名にプレ
ゼント！
　住所、氏名、電話番号を
明記の上、編集部にファク
スかウェブからご応募下さ
い。締め切りは月日
（月）です。

　私は消化器外科
医として、胃や大
腸で手術が必要と
なる患者さんに携
わっています。何

らかの原因で食事が摂れなかった
患者さんが手術をすることによっ
て食事ができるようになり、徐々
に元気になっていく姿を間近で見
ていけること、その治療にかかわ
らせていただけることをやりがい
に感じています。
　「外科」というだけあって、手術
がメインの体力勝負でもある科な
ので、これまであまり女性は多く
なかったのですが、近年の女性医
師の増加に伴い消化器外科を選択
する女性医師は増えてきていま

す。しかしながら、一番
経験を積める時期が女性
としての結婚、妊娠出産の適齢期
と重なるため、どのようにキャリ
ア形成ができるのか、女性医師が
抜けたところをどのようにカバー
するのか、女性医師だけでなく男
性医師も含めた職場全体で頭を悩
ませるトピックとなっています。
　私自身、今後どのような道を辿
っていくのか、正直具体的なプラ
ンはありません。仕事と家庭を器
用に両立させられるようなタイプ
でもありません。ただ、どんなと
きも患者さんに誠実な医師であり
たい、そしてそれを理解し応援し
てくれる家族に感謝の気持ちを伝
えていきたいと思います。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。

Ａ　もう年の瀬だね。Ｂ　あっという間の１
年だったよね。Ｃ　ことしのカナリヤ通信も
内容が盛りだくさんでしたね。Ａ　確かに。
ライフサイクルや新入社員を迎える側の心構
え、ダイバーシティーなどを採り上げたよね。
それに、更年期障害やメンタルヘルスなど、
知っているようで意外に知らないテーマにも

踏み込んでみた。Ｂ　身体的なテーマについ
ては、いずれ自分にもかかわるかもしれない
話だから知っておいた方がいいと思う。Ｃ　
そういえば、内閣府や文部科学省、日本経団
連が主導している「夏のリコチャレ」にも参
加しましたね。Ａ　女子生徒の理工系進学を
後押しするイベントだけれど、企業や団体の

ブースの作り方は素晴らしかったね。Ｂ　日常
の生活の中に、建設産業界の技術がかかわって
いることに気付いてもらうための工夫がすごか
った。Ｃ　模型が作り込まれていて、大人でも
楽しめましたよ。Ａ　さあ、来年もカナリヤ通
信は内容が盛りだくさんだよ。それに、夏のリ
コチャレも開催するから頑張っていこう！
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　世界経済フォーラム（ＷＥＦ）が発表し
た年の男女平等度ランキング（The Gl
obal Gender Gap Report　）による
と、１位アイスランド（スコア．）、

２位ノルウェー（同．）、３位フィン
ランド（同．）。米国は位（同．）、
中国は位（同．）と日本より上位と
なった半面、韓国は位（同．）とな

った。上位に北欧諸国が名を連ねる中、ア
ジアや中東、アフリカが下位にランキング
されている。最下位の位はイエメン
（同．）。

年の男女平等度ランキング（抜粋） 日本の各分野別ランキング

＊スコアは「１」に近づくほど男女平等を表す
（　）内は前年の順位
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い
る
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す

た
だ

そ
う
な
る

年
先
ま

で
待

て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

な
る

べ
く
早
い
段
階
で

真
の
意
味
で
女
性
が
活
躍

で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
よ
う

男
性
を
含
め

て
意
識
改
革
の
徹
底
と
政
府
主
導
の
実
を
伴


た
施
策
の
展
開
が
必
要
で
あ
る
と
い
え
る
で
し


う
そ
う
す
れ
ば
ジ

ン
ダ

ギ


プ
社

会
か
ら
ジ

ン
ダ

フ
リ

社
会
へ
転
換
し


日
本
は
誰
で
も
働
き
や
す
い
社
会
に
な
る
と
思

い
ま
す


「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。

webで公開中


